
 

令和 5 年 6 月 30 日 

 

令和５年度独立行政法人水資源機構調達等合理化計画 

 

 「独立行政法人における調達等合理化の取組の推進について」（平成 27 年 5 月 25 日総務大臣

決定）に基づき、独立行政法人水資源機構（以下「機構」という。）は、事務・事業の特性を踏

まえ、ＰＤＣＡ及びＯＯＤＡサイクルにより、公正性・透明性を確保しつつ、自律的かつ継続的

に調達等の合理化に取り組むため、令和５年度独立行政法人水資源機構調達等合理化計画を以下

のとおり定める。 

 

１．調達の現状と要因の分析 

（１）機構における令和４年度の契約状況は、表１のとおり、新規等の契約件数は 1,141 件、契

約金額は 454 億円である。また、競争性のある契約は 949 件（83.2％）、376 億円（82.8％）、

競争性のない随意契約は 192 件（16.8％）、78 億円（17.2％）となっている。令和３年度と

比較して、新規等の契約総件数・金額ともに小幅ながら減少（件数 1.3％減、金額 5.0％減）

となっている。また、競争性のない随意契約は、件数、金額ともに増加(件数 3.8％増、金額

18.2％増）となっている。増加の主な要因としては、従来一般競争入札で調達を実施してき

た電力の供給について、所謂ウクライナ情勢の緊迫化等に端を発した国際的なエネルギー価

格の高騰等に伴い、当該入札の不調や現に契約中の受注業者が倒産・履行不能に陥る等の事

案が散見された。このため、やむなく随意契約でこれを調達する案件が増加したことに加え、

電力料金自体も上昇し、結果、調達実績額も増加したものである。 

表１ 令和４年度の水資源機構の調達全体像                        （単位：件、億円） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）機構における令和４年度の一者応札・一者応募の状況は、表２のとおり、件数は 457 件

（48.2％）、金額は 194 億円（51.6％）である。 

令和３年度と比較して、一者応札・一者応募の割合は、件数は微減、金額は微増（件数 0.7％ 

減、金額 3.7％増）となっている。 

なお、一者応札・一者応募の主な要因については、設備関係工事について既設設備の更新

や改造の工事が多く、新たに参入した場合に既設部分の品質保証に責任が持てないなどの理

由や技術者不足等の状況が改善されない中、山間僻地が多くを占める機構施設での契約を敬

件数 金額 件数 金額 件数 金額

（79.2％） （82.2％） （77.0％） （77.8％） （△4.0％） （△10.2％）
916 393 879 353 △ 37 △ 40

（4.8％） （4.0 ％） （6.1％） （5.1 ％） （27.3％） （21.1％）
55 19 70 23 15 4

（84.0％） （86.2％） （83.2％） （82.8％） （△2.3％） （△8.7％）

971 412 949 376 △ 22 △ 36

（16.0％） （13.8％） （16.8％） （17.2％） （3.8％） （18.2％）
185 66 192 78 7 12

（１００％） （１００％） （１００％） （１００％） （△1.3％） （△5.0％）

1,156 478 1,141 454 △ 15 △ 24
（注１）　計数は、それぞれ四捨五入しているため、合計において一致しない場合がある。

（注２）　比較増△減の（　　）書きは、令和４年度対令和３年度伸率である。
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遠されたものと思われる。 

   表２ 令和４年度の水資源機構の一者応札・一者応募状況                  （単位：件、億円） 

 

２．重点的に取り組む分野（【 】は評価指標） 

上記１．の現状分析等を踏まえるととともに、引き続き公正性・透明性を確保するため、以

下により調達の改善及び事務処理の効率化に努めることとする。 

（１）適正な入札契約体制の強化（継続） 

他機関で発生した入札不正事案の背景等を踏まえ、調達における公正性・透明性確保の観     

点から、入札事務の合理化にも留意しつつ、総合評価落札方式における積算業務と技術資料  

又は施工計画等の審査・評価業務に係る分離の実施など、適正な入札契約体制の更なる強化  

に向けた取組を引き続き実施する。【当該取組の実施状況】 

（２）参加者の有無を確認する公募手続の実施（継続） 

設備関係の工事、点検整備等に関する調達について、既設設備の製作・納入業者のみが所   

有する技術情報を必要とする案件に限定した「参加者の有無を確認する公募手続」を引き続    

き実施することにより、透明性及び競争性が確保された適正かつ効率的な調達を目指す。【当   

該取組の実施状況】 

（３）技術者不足等に対応する取組（継続） 

技術者不足等の現状を踏まえ、以下の取組を実施する。【当該取組の実施状況】 

 ・若手技術者の活用・育成のための入札制度の本格導入（コンサル等業務）及び試行開始    

（工事）（継続） 

 ・週休２日制工事の導入の試行（継続） 

   ・他機関における工事成績・表彰実績等の評価の試行（継続） 

   ・建設キャリアアップシステム（ＣＣＵＳ）モデル工事の試行（継続） 

   ・翌年度発注工事等の機構ホームページにおける公表時期の前倒し（早期公表）（継続） 

   ・ワーク・ライフ・バランス（女性活躍等）を推進する企業の評価の試行（新規） 

（４）ダンピング受注の排除への取組（継続） 

公共工事の品質確保の促進に関する法律（平成 17 年 3 月 31 日法律第 18 号）の発注者及び

受注者の責務が果たされるよう、適切な施工体制、履行体制の確保状況を確認し、入札説明

書等に記載された要求要件を確実に実現できるかどうかを審査、評価する新たな総合評価落

札方式として、「施工体制確認型総合評価落札方式」及び「履行確実性評価型総合評価落札方

式」を本施行（令和５年７月までは試行）する。【当該取組の実施状況】 

 

件数 511 （52.6％） 492 （51.8％） △ 19 （△3.7％）
金額 226 （54.7％） 183 （48.7％） △ 43 （△19.0％）
件数 460 （47.4％） 457 （48.2％） △ 3 （△0.7％）
金額 187 （45.3％） 194 （51.6％） 7 （3.7％）
件数 971 (100%） 949 (100%） △ 22 (△2.3%）
金額 413 (100%） 376 (100%） △ 37 (△9.0%）

（注１）　計数は、それぞれ四捨五入しているため、合計において一致しない場合がある。

（注３）　比較増△減の（　　）書きは、令和４年度対令和３年度伸率である。

二者以上

一者

合計

（注２）　合計欄は、競争性のある契約（競争入札等（一般競争・指名競争）及び企画競争・公募（プロポーザル方式、参加者

　　　　　の有無を確認する公募手続等））を行った計数である。

令和３年度 令和４年度 比較増△減



３．調達に関するガバナンスの徹底 

（１）随意契約に関する内部統制について 

随意契約を締結することとなる案件については、次の８項目に限定する。ただし、「八 そ

の他、契約職等が特に必要と認めたもので、事前に契約監視委員会の了承を得た業務等」に

ついては、当該案件を発注する事務所を所管する本社の担当部室の事前審査を実施し、その

結果を副理事長、経営企画本部長及び所管部室担当本部長に報告した上で、契約監視委員会

の審議・了承を得てから契約手続に着手する。 

また、全ての随意契約の契約結果等について、引き続き契約監視委員会に報告し、点検を

受ける。【当該取組の実施状況】 

    （競争性のない随意契約の類型） 

一 電気、ガス等ライフラインの継続供給（供給元が一の場合のみ） 

二 庁舎、宿舎等の土地建物借料 

三 リース物品の継続借料 

四 災害応急復旧工事等、緊急を要する場合の工事、役務等 

五 施設管理規程等に規定された機構施設の国又は地方公共団体等への管理委託等 

六 建物の賃貸条件として維持補修業者が特定されているもの 

七 法令、条例等により相手方が特定されている業務 

八 その他、契約職等が特に必要と認めたもので、事前に契約監視委員会の了承を得た

業務等  

（２）不祥事発生の未然防止・適正な入札執行に向けた取組 

①倫理委員会による点検等 

関係省庁や他法人で発生した談合事件の背景などを教訓に、役員と支社局・事務所と

の意見交換、一般研修や担当者会議などにおいて適正な入札執行に向けた取組の講義等

を実施し、以下の内容について十分に職員への周知等を行い、不祥事発生の未然防止に

取り組むとともに、適正な入札執行に向けた取組状況を倫理委員会に報告し点検を受け

る。 

    ・発注担当者法令遵守等規程及びマニュアルの周知徹底 

事業者との応接方法、不当な働きかけを受けた場合の対応方法、法令遵守義務、秘   

密の保持義務、規程の適正な運用を図るための措置 

       ・談合情報対応マニュアル、談合疑義事実処理マニュアルの周知徹底 

談合情報に接した場合における的確な対応方法 

       ・入札契約情報の管理方法等の明確化・ルールの周知徹底 

入札契約情報の厳格な管理、入札参加者から提出された資料の管理、施工計画等の   

審査に関する情報管理、土木工事等積算システムで作成したデータの情報管理、電子  

情報の保管方法、アクセス権限の厳格化、入札契約に関する秘密を含む「書類の管理」  

の徹底 

    ・コンプライアンスに関する情報の共有 

コンプライアンスに関する情報を取りまとめてイントラネット上の掲示板に掲示 

  ・財務業務執行調査の実施による適正な事務処理の推進 

事務処理状況の点検、指導等 



②入札等監視委員会による審議 

機構が発注した工事及びコンサルタント業務の契約並びに締結した補償契約につい

て、入札等監視委員会に報告し、審議を受ける。【当該取組の実施状況】 

③監事監査による確認 

入札契約事務の状況及び適正化の取組状況の確認を受ける。【監事の意見】 

 

４．自己評価の実施 

調達等合理化計画の自己評価については、各事業年度に係る業務の実績等に関する評価の一

環として、年度終了後に実施し、自己評価結果を主務大臣に報告し、主務大臣の評価を受ける。

主務大臣による評価結果を踏まえ、その後の調達等合理化計画の改定・策定等に反映させるも

のとする。 

 

５．推進体制 

（１）推進体制 

本計画に定める各事項を着実に実施するため、以下のとおり、副理事長を総括責任者とし

て、契約担当部室である技術管理室を中心に調達等合理化に取り組むものとする。 

副理事長、経営企画本部長、技術管理室長、技術管理室次長、技術管理課長 

技術調査課長、契約企画課長、技術管理室の職員 

（２）契約監視委員会の活用 

外部有識者及び監事によって構成する契約監視委員会は、本計画の策定及び自己評価の際

の点検を行うとともに、これに関連して、新規随意契約案件の事前審査、一者応札・一者応

募案件、個々の随意契約案件の事後点検を行い、その審議概要を公表する。 

 

６．その他 

調達等合理化計画及び自己評価結果等については、機構のホームページにおいて公表するも

のとする。 

なお、本計画の進捗状況を踏まえ、新たな取組の追加等があった場合には、調達等合理化計

画の改定を行うものとする。 

 
以上 


